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数
年
前 

 
 
 

酒
井

元
基
（
も
と
き
）
、
宮
坂

亜
矢
子
は
同
じ
高
校
の
同
級
生
。 

 
 
 

亜
矢
子
は
容
姿
端
麗
、
成
績
優
秀
。
バ
イ
オ
リ
ン
の
英
才
教
育
を
受
け
て
い
る 

  
 
 

元
基
の
友
人
に

健
児
と
言
う
イ
ケ
メ
ン
が
い
る
。 

 
 

 

健
児
は
亜
矢
子
に
恋
を
し
て
お
り
、
亜
矢
子
は
健
児
の
想
い
に
応
じ
、
二
人
は
し
ば

ら
く
交
際
。 

 
 
 

校
内
の
ベ
ス
ト
カ
ッ
プ
ル
と
い
う
評
判
。 

 
 
 

が
、
二
人
は
、
何
も
な
い
ま
ま
自
然
消
滅
。 

  
 
 

と
あ
る
学
園
祭
の
準
備
の
期
間
。
元
基
は
亜
矢
子
に
打
ち
明
け
ら
れ
る
。 

 
 
 

亜
矢
子
と
元
基
は
付
き
合
う
よ
う
に
な
っ
た
。 

 
 
 

元
基
は
健
児
の
こ
と
も
あ
り
、
こ
の
交
際
を
誰
に
も
話
せ
ず
に
い
た
。 

 
 
 

事
実
、
二
人
が
付
き
合
っ
て
い
た
こ
と
を
知
っ
て
い
る
人
間
は
い
な
か
っ
た
。 

 
 
 

二
人
は
真
剣
に
恋
を
し
た
。 

 
 
 

卒
業
後
、
元
基
は
進
学
を
選
ば
ず
フ
リ
ー
タ
ー
、
亜
矢
子
は
海
外
へ
留
学
。 

  
 
 

二
人
は
離
れ
ば
な
れ
に
な
り
、
音
信
不
通
に
。 

  
 
 

現
在
。 

 
 
 

元
基
は
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
で
働
き
な
が
ら
、
趣
味
の
バ
ン
ド
活
動
を
続
け
る
日
々
。 

 
 
 

店
長
を
務
め
、
そ
れ
な
り
に
充
実
し
た
日
々
を
送
っ
て
い
る
。 

 
 
 

亜
矢
子
以
来
、
真
剣
に
付
き
合
っ
た
女
性
は
い
な
い
。 

  
 
 

そ
し
て
あ
る
日
、
元
基
は
ひ
ょ
ん
な
こ
と
か
ら
亜
矢
子
の
消
息
を
知
る
。 

 
 
 

な
ん
と
週
刊
誌
に
ス
ク
ー
プ
さ
れ
て
い
た
の
だ
。 

 
 
 

「
皇
太
子
殿
下
が
恋
す
る
バ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
」
と
い
う
見
出
し
で
。 

 
 
 

名
前
は
伏
せ
ら
れ
、
顔
に
は
モ
ザ
イ
ク
が
か
か
っ
て
い
た
が
、
そ
の
シ
ル
エ
ッ
ト
は 

 
 
 

間
違
い
な
く
亜
矢
子
で
あ
る
。 
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元
基
は
何
年
ぶ
り
か
に
健
児
と
会
い
、
亜
矢
子
の
話
を
。 

 
 
 

盛
り
上
が
る
は
ず
が
、
健
児
は
何
か
に
怯
え
、
憔
悴
し
き
っ
た
様
子
。 

 
 
 

「
自
分
は
何
者
か
に
狙
わ
れ
て
い
る
ら
し
い
」
と
し
き
り
に
訴
え
て
い
た
。 

 
 
 

 

一
週
間
後
。
健
児
の
訃
報
が
届
く
。
風
呂
場
で
発
作
を
起
こ
し
た
ら
し
い
。 

 
 
 

 

 
 
 

そ
し
て
元
基
の
元
に
無
言
電
話
が
多
発
す
る
よ
う
に
な
る
。 

 
 
 

そ
ん
な
と
き
一
人
の
男
か
ら
元
基
と
サ
シ
で
語
り
た
い
、
と
い
う
お
誘
い
が
。 

 
 
 

過
去
に
元
基
の
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
で
バ
イ
ト
を
し
て
い
た

寛
治
で
あ
る
。 

 
 
 

と
に
か
く
お
金
の
な
い
男
で
、
い
つ
も
給
料
の
前
借
り
を
頼
み
に
く
る
よ
う
な
男
。 

 
 
 

元
基
が
ゴ
ハ
ン
を
お
ご
っ
て
あ
げ
た
こ
と
も
多
々
あ
る
。 

 
 
 

寛
治
は 

 
 
 

「
元
基
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
小
説
を
書
き
た
い
か
ら
話
を
聞
か
せ
て
く
れ
」 

 
 
 

と
。 

  
 
 

元
基
の
部
屋 

 
 
 

寛
治
、
座
卓
に
座
っ
て
い
る 

 
 
 

寛
治
、
ノ
ー
ト
と
ペ
ン
で
何
や
ら
メ
モ
る
体
勢 

 
 
 

元
基
、
コ
ー
ヒ
ー
を
持
っ
て
現
れ
る 

 

元
基 

 

「
は
い
よ
（
と
、
コ
ー
ヒ
ー
を
置
く
）
」 

寛
治 

 

「
あ
ざ
っ
す
！
」 

元
基 

 

「
ブ
ラ
ッ
ク
ね
」 

寛
治 

 

「
ブ
ラ
ッ
ク
っ
す
！
」 

  
 
 

元
基
、
寛
治
と
対
面
し
て
座
る 

 

元
基 

 

「
で
」 

寛
治 

 

「
は
い
」 

元
基 
 

「
何
、
話
せ
ば
い
い
の
よ
（
照
れ
て
）
」 

寛
治 

 

「
ん
ー
、
例
え
ば
、
店
長
の
若
か
り
し
頃
の
恋
愛
と
か
〜
恋
愛
と
か
恋
愛
と
か
〜
」 
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元
基 

 

「…
…

」 
寛
治 

 
「
（
ニ
ヤ
ニ
ヤ
し
て
）
店
長
の
恋
愛
中
心
で
」 

元
基 

 
「…

…

俺
の
恋
愛
？
」 

寛
治 

 

「
（
ニ
ヤ
ニ
ヤ
し
て
頷
く
）
」 

元
基 

 

「…
…

却
下
」 

寛
治 

 

「
は
あ
？
」 

元
基 

 

「
わ
り
い
」 

寛
治 

 

「…
…

」 

元
基 

 

「
や
、
そ
う
い
う
話
苦
手
な
ん
だ
わ
。
他
の
に
し
て
」 

寛
治 

 

「…
…

（
に
や
に
や
）
ん
〜
」 

元
基 

 

「
な
ん
だ
よ
」 

寛
治 

 

「
そ
う
い
う
人
の
恋
愛
だ
か
ら
こ
そ…

…
」 

元
基 

 

「…
…

」 

寛
治 

 

「
ね
？
」 

元
基 

 

「…
…

む
ー
り
！
」 

寛
治 

 

「…
…

（
憮
然
）
」 

元
基 

 

「
悪
い
な
」 

寛
治 

 

「…
…

（
た
め
息
）
」 

元
基 

 

「
な
ん
か
飯
作
っ
て
や
る
か
ら
。
パ
ス
タ
で
い
い
か
？
」 

  
 
 

元
基
、
立
ち
上
が
る
（
パ
ス
タ
作
り
に
） 

 
 
 

寛
治
、
合
わ
せ
て
立
ち
上
が
る 

 

元
基 

 

「
ん
？
」 

寛
治 

 

「
飯
な
ん
か
い
い
ん
で
す
」 

元
基 

 

「
い
や
、
せ
っ
か
く
来
た
ん
だ
か
ら
」 

寛
治 

 

「
過
去
か
ら
逃
げ
な
い
で
下
さ
い
」 

元
基 

 

「
は
？
」 

寛
治 

 

「…
…

今
俺
に
協
力
し
な
い
で
ど
う
す
ん
す
か
！
？
若
い
芽
を
育
て
る
の
が
、 

 
 
 
 
 

酒
井
元
基
で
し
ょ
！
？
」 

元
基 
 

「…
…

」 

寛
治 

 

「
俺
は
こ
れ
に
か
け
て
る
ん
で
す
。
今
日
は
話
し
を
聞
く
ま
で
帰
り
ま
せ
ん
」 
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元
基 

 

「…
…

」 

  
 
 

寛
治
、
座
る 

 
 
 

元
基
、
立
っ
た
ま
ま
寛
治
を
見
る 

 
 
 

元
基
、
寛
治
の
様
子
を
見
る
よ
う
に
遠
く
へ
座
る 

 

元
基 

 

「…
…

っ
つ
か
、
お
前
本
気
で
小
説
な
ん
か
書
く
の
？
」 

寛
治 

 

「
も
ち
ろ
ん
っ
す
」 

元
基 

 

「…
…

」 

寛
治 

 

「
な
ん
す
か
」 

元
基 

 

「
そ
ん
な
こ
と
言
っ
て
た
か
？
」 

寛
治 

 

「…
…

男
子
た
る
も
の
、
ほ
ん
と
に
大
切
な
こ
と
は
、
話
さ
な
い
も
ん
で
す
」 

元
基 

 

「…
…

」 

寛
治 

 

「
店
長
の
恋
バ
ナ
と
一
緒
で
す
」 

元
基 

 

「…
…

」 

  
 
 

寛
治
、
元
基
を
見
て
ボ
イ
ス
レ
コ
ー
ダ
ー
を
出
す 

 

元
基 

 

「
ん
？
」 

寛
治 

 

「
離
れ
て
た
ら
録
れ
な
い
ん
で
」 

元
基 

 

「
録
音
す
る
の
か
？
」 

寛
治 

 

「
も
う
し
て
ま
す
」 

元
基 

 

「…
…

俺
の
ラ
イ
ブ
の
話
と
か
、
結
構
面
白
い
ぞ
」 

寛
治 

 

「
恋
愛
の
話
以
外
興
味
あ
り
ま
せ
ん
」 

元
基 

 

「…
…

お
前
、
な
ん
か
変
だ
ぞ
？
」 

寛
治 

 

「…
…

」 

元
基 

 

「
宗
教
か
？
」 

寛
治 

 

「
（
あ
き
れ
顔
）
」 

  
 
 

元
基
、
再
び
寛
治
の
対
面
に 

 

元
基 

 

「
寛
治
、
お
前
の
素
直
な
と
こ
ろ
は
な
、
本
当
に
い
い
所
だ
け
ど
、
何
で
も
信
じ 
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て
、
変
な
と
こ
に
足
突
っ
込
ん
で
、
人
に
迷
惑
か
け
る
な
よ
」 

寛
治 

 
「…

…

」 

  
 
 

寛
治
、
元
基
に
顔
を
近
づ
け
る 

 

寛
治 

 

「
店
長
」 

元
基 

 

「
ん
？
」 

寛
治 

 

「
俺
、
知
っ
て
ん
す
よ
」 

元
基 

 

「…
…

な
に
を
？
」 

寛
治 

 

「
店
長
、
女
優
か
タ
レ
ン
ト
と
付
き
合
っ
て
た
ん
で
し
ょ
？
」 

元
基 

 

「…
…

は
？
」 

寛
治 

 

「
誰
か
知
ん
な
い
っ
す
け
ど
、
本
名
が
、
『
み
や
さ
か
あ
や
こ
』
っ
て
い
う
」 

元
基 

 

「
！
」 

  
 
 

元
基
、
立
ち
上
が
る 

 

寛
治 

 

「
ほ
ら
」 

元
基 

 

「…
…

お
前
」 

こ
こ
か
ら↓

 

  
 
 

寛
治
、
立
ち
上
が
る 

 
 
 

寛
治
、
ボ
イ
ス
レ
コ
ー
ダ
ー
を
手
に
す
る 

 

寛
治 

 

「
そ
の
人
と
の
こ
と
、
ち
ょ
っ
と
話
し
て
く
れ
る
だ
け
で
い
い
ん
で
す
よ
」 

  
 
 

元
基
、
寛
治
に
詰
め
寄
る 

 

元
基 

 

「
お
前
、
そ
の
話
、
誰
か
ら
聞
い
た
？
」 

寛
治 

 

「
わ
」 

元
基 

 

「
な
あ
？
誰
か
ら
聞
い
た
？
」 

  
 
 

元
基
、
ボ
イ
ス
レ
コ
ー
ダ
ー
を
奪
う 



H.O.P.E.台本 

                                              プリンセスの秘密 
 

6 

 
寛
治 

 
「
ち
ょ
っ
と
」 

元
基 

 
「…

…

（
録
音
止
め
る
）
」 

寛
治 

 

「
あ
」 

元
基 

 

「…
…

誰
に
頼
ま
れ
た
ん
だ
」 

寛
治 

 

「…
…

い
や
」 

元
基 

 

「
寛
治
！
！
」 

寛
治 

 

「
！
」 

元
基 

 

「
話
せ
」 

寛
治 

 

「…
…

そ
ん
な
怒
ん
な
い
で
下
さ
い
よ
」 

元
基 

 

「
い
い
か
ら
話
せ
、
誰
に
頼
ま
れ
て
こ
こ
に
来
た
ん
だ
」 

寛
治 

 

「…
…

」 

元
基 

 

「
お
い
！
」 

寛
治 

 

「
雑
誌
社
で
す
雑
誌
社
！
」 

元
基 

 

「…
…

雑
誌
社
？
」 

寛
治 

 

「
な
ん
か
ど
っ
か
の
雑
誌
社
の
人
が
、
俺
の
今
の
バ
イ
ト
先
ま
で
来
て
、
店
長
と 

 
 
 
 
 

み
や
さ
か
あ
や
こ
さ
ん
の
こ
と
聞
き
出
せ
た
ら
、
二
十
万
く
れ
る
っ
て
」 

元
基 

 

「…
…

」 

  
 
 

元
基
、
窓
際
へ
ダ
ッ
シ
ュ
で
駆
け
寄
り
、
外
の
様
子
を
見
る 

 

元
基 

 

「…
…

」 

寛
治 

 

「
こ
っ
そ
り
教
え
て
く
れ
ま
せ
ん
か
？
」 

  
 
 

元
基
、
寛
治
の
近
く
へ
行
く 

 

寛
治 

 

「
や
、
そ
の
二
十
万
、
半
分
払
い
ま
す
よ
」 

元
基 

 

「…
…

」 

  
 
 

元
基
、
寛
治
を
座
ら
せ
る 

 
 
 

寛
治
、
座
る 
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寛
治 

 

「
そ
ん
な
に
ム
キ
に
な
る
こ
と
じ
ゃ…

…

」 
元
基 

 
「
（
遮
っ
て
小
声
で
強
く
）
い
い
か
！
」 

寛
治 

 
「…

…

」 

元
基 

 

「
寛
治
、
お
前
は
俺
か
ら
は
何
も
聞
き
出
せ
な
か
っ
た
」 

寛
治 

 

「
い
や
」 

元
基 

 

「
い
い
か
ら
！
」 

寛
治 

 

「…
…

」 

元
基 

 

「
俺
に
殴
ら
れ
て
、
何
も
聞
き
出
せ
な
か
っ
た
っ
て
言
え
」 

寛
治 

 

「…
…

え
？
」 

元
基 

 

「
お
前
や
ば
い
ぞ
」 

寛
治 

 

「…
…

何
が
、
っ
す
か
？
」 

元
基 

 

「
雑
誌
社
は
、
宮
内
庁
だ
」 

寛
治 

 

「…
…

宮
内
庁
？
」 

元
基 

 

「…
…

亜
矢
子
は
、
宮
坂
亜
矢
子
は
俺
の
高
校
の
同
級
生
だ
」 

寛
治 

 

「
タ
レ
ン
ト
に
な
っ
た
ん
す
か
？
」 

元
基 

 

「
今
皇
太
子
の
后
候
補
っ
て
言
わ
れ
て
る
ん
だ
よ
！
」 

寛
治 

 

「…
…

あ
あ
」 

元
基 

 

「
そ
ん
な
秘
密
知
っ
た
ら
、
お
前
も
消
さ
れ
る
ぞ
」 

寛
治 

 

「
秘
密
っ
て
」 

元
基 

 

「…
…

」 

寛
治 

 

「
や
っ
ぱ
り
店
長
と
」 

元
基 

 

「…
…

皇
室
に
過
去
は
あ
っ
ち
ゃ
い
け
ね
え
ん
だ
」 

寛
治 

 

「
ま
じ
っ
す
か
？
」 

元
基 

 

「…
…

」 

  
 
 

寛
治
、
ボ
イ
ス
レ
コ
ー
ダ
ー
を
取
ろ
う
と
す
る 

 
 
 

元
基
、
か
わ
し
寛
治
の
頭
を
叩
く 

 

寛
治 

 

「
て
」 

元
基 

 

「
わ
か
ん
ね
え
の
か
お
前
は
」 

寛
治 
 

「
だ
っ
て
」 

元
基 

 

「
俺
の
知
り
合
い
が
消
さ
れ
て
る
ん
だ
よ
」 
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寛
治 

 

「…
…

え
？
」 

元
基 

 
「
死
に
た
い
ん
な
ら
、
そ
の
雑
誌
社
に
話
せ
ば
い
い
。
酒
井
元
基
と
皇
太
子
妃 

 
 
 
 
 

候
補
の
宮
坂
亜
矢
子
は
、
深
く
愛
し
合
っ
て
い
た
っ
て
」 

寛
治 

 

「…
…

」 


